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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第98期
第１四半期
連結累計期間

第99期
第１四半期
連結累計期間

第98期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (百万円) 5,127 5,816 20,389

経常利益 (百万円) 285 402 675

四半期（当期）純利益 (百万円) 149 232 424

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 133 239 462

純資産額 (百万円) 10,937 11,328 11,259

総資産額 (百万円) 20,177 21,188 21,096

１株当たり四半期（当期）純利
益金額

(円) 7.04 10.94 19.93

自己資本比率 (％) 54.2 53.5 53.4

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　
　
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する

事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券

報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連

結子会社）が判断したものであります。

　
(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、アベノミクスへの期待感から株価が上昇し

消費マインドに改善が見られたことや、円安の進行、米国経済の持ち直しを受け、輸出環境が好転

したことなどから、景気は緩やかに回復しつつあります。この傾向は今後も続くことが予想され、

年度の後半にかけては、公共投資を始めとする政策効果や、消費税率の引き上げを見込んだ駆け込

み需要が一時的に景気上昇を後押しするという見方があります。

一方、肥料業界におきましては、農業従事者の高齢化や後継者不足などの農業の構造的問題や、

生産コスト低減の動きなどにより、依然として肥料需要の低迷が続いております。加えて、東日本

大震災や原子力発電所事故の被害からの農地復旧の遅れや、東北農産物に対する風評被害などの

問題も未だに残り、農業生産は本格的な回復には至っていない状況にあります。

このような厳しい事業環境の下、当社グループは中期３ヵ年計画「復活　2013」の方針に基づ

き、肥料事業分野では「安全・安心・良食味」の農産物生産に適した有機関連製品を中心に、各地

域のニーズに対応したきめ細かい営業活動と効率的な生産・販売体制の構築に努めました。その

他の事業分野では、化粧品関連製品の商品開発と拡販、前連結会計年度に参入した化粧品凍結乾燥

品製造受託事業の効率的生産・販売体制の構築、食品・農産物の産地開拓と拡販、保有不動産の有

効活用に努めました。また、全社的な経費の見直しを図り、効率的な経費の利用と一層のコスト削

減により収益力の向上に注力しました。

当第１四半期連結累計期間における営業成績は、主力の肥料事業は比較的堅調に推移し、加え

て、肥料価格の値上げを見越した駆け込み需要により販売数量が大きく増加したことから、売上高

5,816百万円（前年同四半期比13.4％増）、営業利益377百万円（前年同四半期比37.5％増）、経常

利益402百万円（前年同四半期比41.3％増）、四半期純利益232百万円（前年同四半期比55.2％

増）となりました。
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各セグメント別の概況は以下の通りであります。

 

肥料事業は、日本農業の構造的問題、国内肥料需要の低迷などにより、依然として厳しい経営環

境が続いております。そのような状況の下、当社グループは従来から行ってきた地域密着の営業活

動を推進し、環境保全や省力化ニーズに対応した製品や、有機栽培、特別栽培等に見られる農産物

の差別化に適した有機関連製品などを中心に拡販に努めました。また、新たなユーザーの開拓に向

けて、新規商材の開発研究により一層力を入れてまいりました。その結果、当第１四半期連結累計

期間において、業績は比較的堅調に推移したことに加え、平成25肥料年度秋肥価格の値上げに伴う

駆け込み需要により販売数量が増加したことから、売上高5,241百万円（前年同四半期比13.2％

増）、セグメント利益382百万円（前年同四半期比20.3％増）となりました。

飼料事業は、販売数量の増加により、売上高218百万円（前年同四半期比3.9％増）となりました

が、漁獲制限に伴う原料入荷量の減少により製造原価が上昇し、セグメント損失13百万円（前年同

四半期は３百万円の利益）となりました。

不動産事業は、売上高100百万円（前年同四半期比0.4％減）となりましたが、経費が減少したこ

とにより、セグメント利益73百万円（前年同四半期比2.7％増）となりました。

その他事業は、前連結会計年度の７月より参入した化粧品凍結乾燥品製造受託事業が、製造・販

売ともに順調であったこと、海外事業において中国のメーカー向けに肥料製造技術の輸出を行っ

たことなどにより、売上高259百万円（前年同四半期比37.6％増）、セグメント利益38百万円（前

年同四半期は18百万円の損失）となりました。

　
(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末（以下「当第１四半期末」という。）の資産の合計は21,188百万

円となり、前連結会計年度末（以下「前年度末」という。）に比べ92百万円増加しました。これは、

主に原材料及び貯蔵品が647百万円増加しましたが、受取手形及び売掛金が269百万円、商品及び製

品が139百万円、有形固定資産等の固定資産が168百万円それぞれ減少したことによるものであり

ます。

当第１四半期末の負債の合計は9,859百万円となり、前年度末に比べ23百万円増加しました。こ

れは、主に支払手形及び買掛金が727百万円増加しましたが、短期借入金、未払法人税等、流動負債

「その他」等が合計で675百万円減少したことによるものであります。

当第１四半期末の純資産の合計は11,328百万円となり、前年度末に比べ68百万円増加しました。

これは、主に利益剰余金が62百万円増加したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は前年度末の53.4％から53.5％となりました。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はあ

りません。また、新たな事業上及び財政上の対処すべき課題は生じておりません。

　
(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は42百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更は

ありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】
　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 70,000,000

計 70,000,000

　
② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 21,474,56221,474,562
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数  1,000株

計 21,474,56221,474,562― ―

　
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年４月１日～
平成25年６月30日

― 21,474 ― 3,549 ― 3,072

　
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認でき

ないため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年３月31日)に基づく株主名簿に

よる記載をしております。

　
① 【発行済株式】

　 　 　 　 平成25年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 222,000 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 20,995,000 20,995 ―

単元未満株式 普通株式 257,562 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 21,474,562 ― ―

総株主の議決権 ― 20,995 ―

(注)  「完全議決権株式(その他)」欄には株式会社証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

　
② 【自己株式等】

　 　 平成25年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称等

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

片倉チッカリン株式会社
東京都千代田区九段北
１丁目13－５

222,000― 222,000 1.03

計 ― 222,000― 222,000 1.03

(注) １．上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株(議決権の数

１個)あります。なお、当該株式は上記①「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」の欄に含まれており

ます。

２．当第１四半期会計期間末日現在の自己株式数は、223,768株であります。

　
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平

成19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月

１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30

日まで)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人大手門会計事務所による四半期レビューを受け

ております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,112 1,176

受取手形及び売掛金 ※
 5,915

※
 5,645

商品及び製品 2,601 2,461

仕掛品 162 89

原材料及び貯蔵品 1,730 2,378

その他 306 337

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 11,826 12,087

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,736 2,694

機械装置及び運搬具（純額） 1,517 1,453

土地 3,512 3,512

その他（純額） 162 205

有形固定資産合計 7,929 7,866

無形固定資産 17 16

投資その他の資産

その他 1,372 1,268

貸倒引当金 △50 △50

投資その他の資産合計 1,322 1,217

固定資産合計 9,269 9,101

資産合計 21,096 21,188

EDINET提出書類

片倉チッカリン株式会社(E00789)

四半期報告書

 8/17



(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 3,520

※
 4,248

短期借入金 2,663 2,378

未払法人税等 376 191

賞与引当金 174 44

その他 1,477 1,401

流動負債合計 8,212 8,264

固定負債

長期借入金 377 373

退職給付引当金 516 489

役員退職慰労引当金 215 225

その他 514 506

固定負債合計 1,624 1,594

負債合計 9,836 9,859

純資産の部

株主資本

資本金 3,549 3,549

資本剰余金 3,083 3,083

利益剰余金 4,632 4,695

自己株式 △72 △73

株主資本合計 11,193 11,255

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 66 72

その他の包括利益累計額合計 66 72

純資産合計 11,259 11,328

負債純資産合計 21,096 21,188
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 5,127 5,816

売上原価 3,914 4,505

売上総利益 1,212 1,311

販売費及び一般管理費 937 933

営業利益 274 377

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 0 0

受取保険金 1 21

その他 15 8

営業外収益合計 18 30

営業外費用

支払利息 6 5

その他 1 0

営業外費用合計 7 5

経常利益 285 402

特別利益

固定資産売却益 0 12

特別利益合計 0 12

特別損失

固定資産除売却損 0 5

その他 － 0

特別損失合計 0 5

税金等調整前四半期純利益 285 409

法人税、住民税及び事業税 135 177

法人税等調整額 △0 0

法人税等合計 135 177

少数株主損益調整前四半期純利益 149 232

四半期純利益 149 232
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 149 232

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △15 6

その他の包括利益合計 △15 6

四半期包括利益 133 239

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 133 239
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)
　

　
当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

１．原価差異の繰延処理   季節的に変動する操業度により発生した原価差異は、原価計算期間末まで

にほぼ解消が見込まれるため、当該原価差異を繰り延べ処理しております。

２．税金費用の計算   税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

  ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を

欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。

　
　
(四半期連結貸借対照表関係)

※　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をして

おります。

　なお、当第１四半期連結会計期間末日及び同前日が金融機関の休日であったため、次の四半期連

結会計期間末日満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形 42百万円 117百万円

支払手形 4 0

　
　
(四半期連結損益計算書関係)

　　　売上の季節的変動

　　　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）及び当第１四半期連結

累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

　　　当社グループの主力事業である肥料事業は、需要期に季節性があり、春先の１月から４月に需要が

集中すること、及び気象・天候によって需要量が変動するため、通常、第１四半期連結会計期間及

び第４四半期連結会計期間の売上高及び営業費用は他の四半期連結会計期間の売上高及び営業費

用と比べ高くなっております。

　
　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含

む。)は、次の通りであります。
　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

　
当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費 132百万円　 138百万円

EDINET提出書類

片倉チッカリン株式会社(E00789)

四半期報告書

12/17



　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月21日

定時株主総会
普通株式 85 4 平成24年３月31日 平成24年６月22日 利益剰余金

　
(2) 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半

期連結会計期間末後となるもの

　該当事項はありません。　

　
当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月20日

定時株主総会
普通株式 170 8 平成25年３月31日 平成25年６月21日 利益剰余金

　
(2) 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半

期連結会計期間末後となるもの

　該当事項はありません。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)肥料 飼料 不動産 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 4,631 210 96 4,939 188 5,127 ― 5,127

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― 4 4 ― 4 △4 ―

計 4,631 210 101 4,943 188 5,131 △4 5,127

セグメント利益又は
損失(△)

318 3 71 393 △18 375 △100 274

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、化粧品関連、食品・農産物及び物資

その他の各事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△100百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全

社費用は、主に事業セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)肥料 飼料 不動産 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 5,241 218 96 5,557 259 5,816 ― 5,816

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― 4 4 ― 4 △4 ―

計 5,241 218 100 5,561 259 5,820 △4 5,816

セグメント利益又は
損失(△)

382 △13 73 443 38 481 △103 377

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、化粧品関連、食品・農産物及び物資

その他の各事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△103百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全

社費用は、主に事業セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下の通りであります。
　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額(円) 7.04 10.94

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益(百万円) 149 232

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 149 232

普通株式の期中平均株式数(千株) 21,286 21,251

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
　

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月12日

片倉チッカリン株式会社

取締役会  御中

　

　
監査法人  大手門会計事務所

　
指定社員

業務執行社員
　 公認会計士   植木 暢茂    印

　
指定社員

業務執行社員
　 公認会計士   木下 隆史 　 印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている片倉チッカリン株
式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日か
ら平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期
連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四
半期レビューを行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施させる質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、片倉チッカリン株式会社及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財
政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ
ての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期連

結財務諸表に添付する形で別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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